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1．はじめに：猫伝染性腹膜炎（FIP）は強

毒性の猫伝染性腹膜炎ウイルス（FIPV）

感染によって引き起こされる疾患である。

FIPV は非病原性の腸コロナウイルス

（FECV）の突然変異により発生するとさ

れている。FIP は腹水や胸水の貯留を特徴

とするウェットタイプ、臓器に肉芽腫を

形成するドライタイプ、それらの特徴を

併せ持つ混合タイプの 3 つに分類されて

いる。以前は致死的な病気であった FIPだ

が、近年 GS-441524やモルヌピラビルとい

った薬剤を使用することで寛解を目指せ

る病気となった。モルヌピラビルは RNA

ポリメラーゼを阻害することによりウイ

ルスの増殖を抑制する抗ウイルス薬の一

種である。今回は FIP のウェットタイプ

と診断され、治療としてモルヌピラビル

を使用した 3例を報告する。

2．材料および方法：FIP（ウェットタイプ）

診断時の年齢が約 1 歳の猫 3 頭を対象と

した。診断には血液検査、超音波検査、

RealPCR 検査、FCoV 抗体価検査、血清蛋

白電気泳動検査などを用いた。治療とし

てモルヌピラビル（10mg/kg BID）、プレド

ニゾロン（初期用量 1mg/kg 漸減）を使

用し、定期検査として血液検査・超音波

検査などを実施しながら 12 週間治療を継

続した。

3．経過：診断時、全ての症例において元

気・食欲の低下、腹水の貯留、グロブリ

ン濃度の上昇が認められた。モルヌピラ

ビル投与開始後、3症例全てにおいて臨床

症状の改善が見られ、1〜 2週間後には腹

水が消失した。血液検査においてはグロ

ブリン濃度の低下が認められ、その他の

血液検査項目に有意な変化は認められな

かった。また、この内の 1 症例において

は 12 週間の治療を終了した 6 週間後に食

欲廃絶を主訴として来院し、検査の結果

FIP 再発の可能性が示唆された為、モルヌ

ピラビル投与を再開した。投与期間は 16

週間に延長し、再度寛解が得られた為経

過観察中である。

4．考察：以上の結果より、モルヌピラビ

ルは FIP に対して有効な治療薬であるこ

とが示唆された。今回の症例においては

現段階では明らかな副作用は認められて

いないものの、モルヌピラビルは腎毒性、

肝毒性、催奇形性や発がん性を有すると

されている。また、今回は GS-441524の治

療推奨期間に倣い 12 週間の投与を行った

が、1症例においては再発の可能性が示唆

された。よって、今後はモルヌピラビル

の安全性、使用用量・治療期間について

の実験的なデータの蓄積が必要だと考え

られる


